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第 3 章「写真文化振興への貢献 ― 写真雑誌の発刊、写真団体の結成と展覧会の開催」 
印刷業に進出した小川一眞は、出版業もてがけるようになる。本章では、1889 年（明治 22）
から 1896 年（明治 29）にかけて、小川一眞が手がけた写真雑誌ならびに書籍について論じた。





年（明治 24）7 月、浅草・凌雲閣で「百美人」展を開催している。 
本章では、1880 年代後半から 1890 年代初頭にかけての小川の活動が、日本の写真文化の振
興にどのように寄与したかを明らかにした。 
 
 第 4章「新たな事業の展開 ― 網目版写真印刷の導入と日清戦争、日露戦争報道」 
小川一眞は 1893 年（明治 26）、アメリカで開催されたシカゴ万国博覧会（5 月 1 日～10 月
30 日）にあわせて開かれた、万国写真公会に商議員として渡米した。小川にとっては最初の
渡米（1882 年～83 年）から約 10 年後、2 度目の渡米であった。 
小川は、現地で網目版印刷を知り、翌、1894 年（明治 27）2 月からコロタイプ印刷業に加
え、網目版印刷業も開始する。そしてそれは同年 8月に始まった日清戦争（1895年（明治 28）












 第 6章「『光筆画』の制作と東京美術学校臨時写真科の新設」 










天皇大喪儀（1912 年（大正元）9 月 13 日、14 日）の写真撮影を行い、『故伊藤公爵国葬写真
帖』(著作兼発行印刷者小川一眞、印刷兼発売所小川写真製版所、1909 年（明治 42）11 月 15
日)を出版するが、この時の撮影が原因で、東京写真師組長を解任されてしまう。そして大喪
儀から 6年後の 1918 年(大正 7) 10月末、小川は写真撮影業を廃業する。印刷業からも撤退し、
コロタイプ印刷による古画の原寸大複製作品である「光筆画」は大光社に譲渡する。 
































第３章 第１節  
「『写真新報』にみる小川一眞の活動」『日本写真芸術学会誌第 20 巻・第 2 号』日本写真芸術
学会、2011年、21-29 頁 
 





















































Okakura Kakudzo, Illustrated Description of the Ho-o-den (Phoenix Hall) at the World's 





























『アサヒカメラ』第 4 巻第 4 号～第 6 巻第 1 号、朝日新聞社、1927 年（昭和 2）10 月～1928
年（昭和 3）７月 
 































 私は 1990 年から東京都写真美術館で学芸員として勤務し、いくつかの展覧会の企画に携わ
って参りましたが、その中でまとまったかたちで小川一眞の作品を展示したのは、「写された
国宝―日本における文化財写真の系譜―」展（2000 年）でした。そして 2003 年に東京都庭園
美術館に異動し、写真と関連付けながらひとつのテーマで近代から現代までを概観する「庭園
植物記」展（2005年）、「建築の記憶―写真と建築の近現代―」展（2008年）を企画した際に、
それまで知られることのなかった小川一眞の作品との出会いがあり、日本近代における小川の
重要性を強く感じるとともに、小川の事績の調査を志す契機となりました。 
 2008年に異動した東京都江戸東京博物館には、小川一眞の「百美人」や様々な周辺資料が収
蔵されており、写真作品を中心としたこれまでの調査とは異なる側面からの調査を進め、「浮
世絵から写真へ 視覚の文明開化」展（2011年）の企画へとつながりました。 
本研究は、これまでの展覧会等でご協力いただいた諸機関の皆様方のおかげで遂行すること
ができました。加えて黒田清輝宛小川一眞書簡を調査する機会を与えてくださいました東京文
化財研究所、小川一眞の資料を数多く収蔵する東京国立博物館、その他多くのご協力いただい
た各機関と関係者の皆様方にあらためて御礼申し上げます。 
 
 
 
